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製品紹介

１）省エネルギーヒータの採用により消費電力が従来機種の約 80%
２）高温時の扉の開放に備えて，検知スイッチによるヒータ電源オフのフェールセーフ機能付与

３）新型ヒータによる優れた温度均一性

４）優れたコストパフォーマンス

小型ボックス炉　KBF828N1
Small-Type Box Furnace KBF828N1

近年，研究・開発用の設備にも安全性や省エネルギー

性が求められており，本装置では従来機種より性能面と

安全性の向上を図り，温度プログラマに加え過熱防止機

能を標準装備した．さらに最高使用温度は 1 150℃まで
向上させるとともにオプションとして加熱室内へ処理ガ

スの導入も対応可能とした．

仕　様

特　長

表１　仕様比較表

従来機 KBF828N 開発機 KBF828N1
最高使用温度 1 100℃ 1 150℃
温度分布性能 ± 4℃（at 1 100℃） ± 3.5℃（at 1 100℃）
昇温時間 60min（R.T.→ 1 100℃） 60min（R.T.→ 1 150℃）
外形寸法 610W× 755D× 730H 550W× 755D× 730H
温度安定時消費電力 2.5kWh（at 1 100℃） 2.0kWh（at 1 100℃）

構　造

ヒータ

高効率断熱材

断熱材

図１　ヒータ構成
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図２　積算消費電力比較


